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腸管出血性大腸菌感染症の多発について 健康推進課 感染症対策班
担当：芦田、島村
内線：2709、2717
直通：086-226-7331

県では、感染症の発生状況のサーベイランス（監視）を行っていますが、腸管出血
性大腸菌感染症が多発しているため、注意喚起等のお知らせを行うものです。なお、
本年８月に発令した「腸管出血性大腸菌感染症警報」は継続中です。

１．多発の状況

・ 本年１２月に入り先週末まで、県下で９件の腸管出血性大腸菌感染症発生届けが
ありました。（過去１０年間の１２月の月間発生件数は最大５件）

《発生届の状況》
岡山市保健所 ５件(届出日：１２月１～１１日)
倉敷市保健所 ３件(届出日：１２月４～１０日)
備中保健所 １件(届出日：１２月４日)

※全てがＯ１５７
・ 重症者はいません。

２．県民の皆様への注意喚起

・ 冬期に入っていますが、県民の皆様は、引き続き腸管出血性大腸菌感染症の感染
防止等について、注意をお願いします。（注意内容は裏面）

３．その他

・ 県環境保健センターで検体（便）８件の腸管出血性大腸菌の遺伝子解析を行いま
したが、その結果によると、全ての検体で解析結果が一致しています。

・ 感染源が同一である可能性も考えられるため、遺伝子解析を行っていない１件も
含め、県、岡山市保健所、倉敷市保健所共同で調査を行うこととしています。

４．報道にあたってのお願い

・ 本「お知らせ」は、感染症の発生又はまん延の防止を図るため、県民へ腸管出血
性大腸菌感染症について注意喚起を行うものです。つきましては、感染症の患者等
の人権尊重には御配慮、御理解頂きますようお願いします。



（主な注意内容）

食中毒と同じ方法で予防できます。

（菌をやっつける）

◎食肉など加熱して食べる食品は、中心部まで火を通すとともに、焼き肉などの際は、

生肉を扱う箸と食べる箸を別々にしましょう。

（菌をつけない）

◎調理前、食事前、用便後は手をよく洗いましょう。

◎台所は清潔に保ち、まな板、ふきん等の調理器具は十分に洗浄消毒をしましょう。

（菌をふやさない）

◎生鮮食品や調理後の食品を保存するときは、冷蔵庫（１０℃以下）で保管し、早め

に食べましょう。

また、乳幼児や高齢者等、抵抗力の弱い人は、生肉等は食べたりしないようにしまし

ょう。

気になる症状があるときは、医師の診断を受けましょう。

◎主な初期症状は鋭い腹痛、下痢などで更に進むと水様性血便になります。

◎特に乳幼児、高齢者は抵抗力が弱いので注意が必要です。

患者からの二次感染に気をつけましょう。

◎二次感染を防止するため、患者の便に触れた場合は、手をよく洗い消毒をしましょ

う。

患者が入浴をする場合は、シャワーのみにするか最後に入浴するなどしましょう。

◎なお、患者が衛生に配慮をすれば、二次感染は防止できますので、外出の制限等は

必要ありません。

裏 面



腸管出血性大腸菌感染症発生状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計 備考

H8 8 5 7 2 3 25

H9 1 2 1 5 5 94 8 4 6 1 6 1 134 集団発生：6月 89人

H10 3 0 0 0 3 6 24 28 14 9 3 2 92 集団発生：8月 13人

H11 33 6 2 10 3 13 16 12 12 7 2 0 116 集団発生：30人（1月 28人、2月 2人）

H12 0 1 1 6 2 11 18 16 18 24 1 0 98 H12から要領施行

H13 0 2 2 2 8 9 20 16 12 8 1 2 82 8月8日注意報発令

H14 5 2 0 8 24 4 11 14 6 8 12 1 95 5月15日注意報発令

H15 2 0 4 2 7 20 34 14 10 1 13 0 107 6月19日注意報発令、7月18日警報発令、11月28日注意報発令

H16 0 0 2 19 41 30 15 51 16 11 4 5 194 4月16日注意報発令、8月11日警報発令、集団発生：29人（5月 21人、6月 8人）

H17 0 1 6 6 12 13 24 34 11 15 10 2 134 5月25日注意報発令、9月2日警報発令

H18 5 4 5 5 3 15 13 43 21 6 12 0 132 6月19日注意報発令、8月28日警報発令

H19 3 0 4 4 9 8 17 22 19 21 3 2 112 7月9日注意報発令

H20 6 0 0 6 8 6 12 34 20 20 4 1 117 6月10日注意報発令、9月2日警報発令(H21.1.20解除）　集団発生（倉敷市8月4名）

H21 0 0 1 2 8 17 44 17 10 11 4 2 116 6月18日注意報発令、7月24日警報発令(H22.1.28解除）

H22 3 1 2 1 3 12 8 10 16 9 1 0 66 6月29日注意報発令(H23.1.20解除)

H23 2 5 0 0 3 14 11 11 12 5 1 3 67 6月23日注意報発令(H23.12.8解除)

H24 2 1 0 0 1 11 7 115 11 8 0 9 165 6月28日注意報発令、8月7日警報発令　

過去５年計 14 6 7 13 31 57 92 94 77 66 13 8

平均 2.8 1.2 1.4 2.6 6.2 11.4 18.4 18.8 15.4 13.2 2.6 1.6 95.6
※平成８年８月６日　伝染病予防法：指定伝染病　　平成１１年４月１日　感染症法：第３類
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